
専門医からの一口メモ

◆ 「肺癌の手術の変遷」 ◆

外科部長・呼吸器外科部長（医療情報部長兼務） 竹 尾 正 彦
現在，肺癌に対する標準的な手術術式はリンパ節郭清を伴う肺葉切除あるいは肺摘除とされています。リン
パ節の郭清範囲は肺葉毎に肺癌取扱い規約に定められており、標準的には肺門・縦隔リンパ節郭清を行います。
しかし、患者さんの年齢や肺機能などを考慮し、消極的縮小手術として区域切除や部分切除を行うこともあり
ます．あるいは葉切除に耐えられるが、ごく小さな末梢早期肺癌であり、葉切除と同等の予後が見込まれる症
例に対して行う積極的縮小手術もあります。また進行癌に対しては根治を目指して、直接浸潤のある胸壁や心
膜、横隔膜などの隣接臓器の合併切除などの拡大手術を行うこともあります。
従来は肋骨に沿った20㎝前後の後側方切開による開胸手術（図１）が一般的でしたが、近年では低侵襲なア
プローチとして、肋間から挿入した胸腔鏡を用いた胸腔鏡下手術が主流になっています。胸腔鏡下手術にはモ
ニター上の胸腔鏡の画像と創からの直接の観察を併用する胸腔鏡補助下手術（ハイブリッド手術）（図２）と、
モニター画像のみで行う完全胸腔鏡下手術（図３４）があります。

さらに最近では Intuitive 社の da Vinci システムを用いた
ロボット支援胸腔鏡下肺切除や単孔式胸腔鏡下肺切除も行わ
れています。
da Vinci システムによるロボット手術は泌尿器科領域の前
立腺癌に対する手術から始まり、現在では消化器外科領域や
婦人科領域でも行われています。ロボット支援胸腔鏡下肺切
除（図５）は従来の胸腔鏡手術に比べ、１）自由度の高い多関
節鉗子、２）拡大視可能な 3Dカメラ、３）手振れ防止機能な
どによって、より繊細で自然な動きが可能となっています。
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図１．後側方切開 図２．胸腔鏡補助下 図３．完全胸腔鏡下





欠点としては触覚の欠如が挙げられていますが、3D カメラによる拡大視により補完可能とされています。
2018年４月から保険収載され、年間50例以上の肺悪性腫瘍手術を行っている施設において10例以上の当該手術
の経験が必要とされ、５年以上の呼吸器外科の経験を有する医師が２名以上配置されていることなどが条件と
なっています。また日本呼吸器外科学会や日本内視鏡外科学会がガイドラインを作成しており、術者は呼吸器
外科専門医であり、Intuitive 社のトレーニングを受けた上に、開始に当たっては手術見学やプロクター（指導
医）による指導が必要となります。当院でも2018年秋から呼吸器外科が２名体制になったことで、準備を開始
し、2019年３月に第１例目を行いました。
また、最近では一つの小さな創から胸腔鏡と手術器械を挿入して手術を行う単孔式肺切除も行っております。
創が１カ所で整容性に優れ、術後の疼痛が少なくなることが期待されますが、小さな創から種々の手術器械を
使用するため各器械同士の干渉が問題となり、手術操作に制限が加わって難度がやや上がります。手術器械も
通常の胸腔鏡手術用の器械とは異なった単孔式手術用の器械が必要になります。
当院ではほとんどの症例に対し胸腔鏡を用いて、様々なアプローチを駆使して手術を行っております。また
状況に応じて胸腔鏡に固執することなく、より安全･確実な手術を心がけております。これからも地域の皆様
のニーズにお答えできますように研鑽を重ねてまいります。

放射線技部からの発信

放射線技術部技師長 酒 井 慎 治
西市民病院放射線技術部、放射線機器の技術紹介を今回させて頂きます。
現在、西市民病院放射線技術部の診断機器のほとんどはコモディティ化しています。その中で、３機種にて
特徴的な機器を紹介します。地域医療機関の皆さま方にてご利用していただけたら幸いです。

１．Check this out!
デュアルエナジー搭載CT装置
■ デュアルエナジーCT（DE-CT）の特徴
１）肺梗塞：PE（色で認識） ２）通常CT撮影のみでは認識できない骨折

肺梗塞（ＰＥ）



外来診療予定

火曜日 午前（胸部・血管）・午後

木曜日 午前（胸部・血管）

通常CTでは骨折を確認できなかった症例、
DE-CT左股関節骨折確認



３）アーチファクト軽減ソフト威力 放射線技術部 15名

コーンビームCT搭載パノラマ装置（CBCT）
■ ３次元画像（CBCT）の特徴
歯科用として開発されたCBCTには、一般的なCTと異なる特徴や利点があり、その主なものは次にな
ります。

１）照射野の可変
撮影範囲を目的や対象により変化させることができます。一般的には直径４㎝×４㎝から８㎝×８㎝の
間で２〜３段階の選択。照射範囲によって患者の被曝線量（実効線量）が大きく変化することから、極力
小さな照射範囲を使うことが重要になります。

２）自由断面
撮影された照射範囲の被写体（目的部位）のVolume Data は、任意の断面を表示できる。細やかな断
面により微細構造や病変を表示させることができます。

３）断面の厚み
CBCTの最も薄い断面厚は voxel のサイズ（約 0.1㎜）になり、それ以上の厚みなら何㎜にでも可変可
能である。したがって、根管や薄い歯槽骨をうまく描出させるには、約 0.5㎜前後の薄い断面にして観察
することが可能です。

４）被曝線量
CBCT の実効線量は、パノラマＸ線撮影のおよそ等倍から数倍になる。照射野を最小の４㎝に限定す
ることにより、パノラマＸ線撮影の被曝線量に近似となります。

５）予約不要
パノラマＸ線撮影と同じ運用にしています。CTと違い予約不要です。患者さんに再度来院することな
く撮影できます。そして、高画質。

マンモ装置 InsightBD搭載（自動高濃度乳腺測定）
■ マンモ装置の特徴
１）日本人女性に多い高濃度乳腺
マンモ撮影と同時に乳腺濃度自動測定、評価、分析する。撮影後すぐに評価結果が表示できます。

２）断層の厚み
３Ｄ（トモシンセス）：±25°振り角が大きく、乳房厚を薄く断層撮影可能。

３）一人ひとりに合わせた圧迫機能(Op Comp)
一人ひとりに合わせた圧迫機能を有しています。
マンモグラフィの弱点として、圧迫による痛みがあります。最適圧迫自動機能を搭載し、快適な状態で
撮影可能です。
震災後、新病院再建20年、地域のニーズにあった機器の導入をはじめ、地域連携医療機関との相互の交
流も難しい中ではありますが、紙面を通じて少しでも西市民病院、放射線技術部の技術提供を発信できた
らと思います。
今回、すべての機能を紹介できませんので、不明な点はお問い合わせください。

金属アーチファクト軽減



神戸市立医療センター西市民病院 市民公開講座

開院 50 周年記念特別講座のご案内
日時：10 月 31 日（土）14:00-
会場 ：神戸新聞松方ホール

「健康寿命は自分で延ばせる －尿を測って認知症も防げるか？」

特別講演

公益財団法人兵庫県健康財団会長 

武庫川女子大学国際健康開発研究所長 家森 幸男 先生

地域連携のつどい開催について（ご案内） 
時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は当院の地域医療連携に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

当院では地域医療機関との連携を深めるため、毎年、開催しております。 

 

記 

１  開催日時 

令和２年 11 月 19 日（木）   18：00～19：50 

                               今年度、交流会は行いません。 

 

２  開催場所 神戸市医師会館 大ホール、市民ホール 

 

３  講演内容 

   呼吸器内科 医長 金子正博   演 題：COPD の診療について 

産婦人科   医長 市田耕太郎 演 題：西市民病院の産婦人科のご紹介 

～ロボット支援腹腔鏡下支給全摘術について～ 

糖尿病チーム 慢性疾患看護専門看護師 川口麻衣 

演 題：多職種で取り組む糖尿病チーム医療 

〜糖尿病と末長く付き合うために〜 

神戸市医師会副会長 近藤 誠宏 先生 

演 題：神戸市ＰＣＲ検査センターの実績並びにインフルエンザ

流行期に向けての備え 

※メール申込も可能です。w_kouza@kcho.jp  【担当】神戸市立医療センター西市民病院 

地域医療在宅支援室 黒田・藤田 
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地域包括ケア病棟の機能転換に関するご案内
現在の地域包括ケア病棟について、令和２年10月に他の病棟と同じ一般急性期病棟に戻す予定です。
今後も地域医療支援病院として救急医療やがん診療等の急性期医療を中心に、地域に貢献するべく努力して
まいります。
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